
【　ウイナーズカップ・リーグ競技規定　２０１７　】

【１】 代表者会議で説明又は決められた事項はチーム全員に周知させること。

【２】 特に定められた以外は２０１７年度公認野球規則に準じる。
【注】　グラウンドルールを必要とする会場は、立会いチーム・審判員協議の上で適用する。　

【３】 試合方法

（１） ７回戦で行い、試合時間は９０分とする。

① ８０分以降新しいイニングに入らない。（新しいイニングに入っても９０分になったら試合を止める）
９０分到達時に勝敗が決しない場合は前のイニングに遡り勝敗を決する。

② ４回以降、得点差７点以上はコールドゲームとする。

③ 降雨のため試合続行不可能のときは４回以降コールドゲームを適用する。

④ 上記④の条件に満たないときは、ノーゲームとし後日再試合を行う。

（２） 予選リーグ戦適用事項

① 勝点順位制とし（勝ち３点・引分け１点・不戦敗▲１点）Ａ・Ｂ・Ｃブロック上位３チームの計９チーム、

Ｄ・Ｅブロック上位１チームと2位上位1チームの計３チーム 合計１２チームで決勝トーナメントを行う。

② ①の勝点が同点の場合、直接対戦の勝者チームを上位とする。

③ ②が引分け若しくは対象が３チーム以上の場合、得点率にて上位を決める。

④ ただしその計算方法は、争っている対象のチームとの試合のみとしそれ以外のチームとの試合は
計算に入れないこととする。

⑤ ④でも決しない場合、抽選とする。

（３） 決勝トーナメント適用事項

① 試合時間内に勝敗が決しない場合、全軟連特別規則２－延長戦２－（２）・（３）を適用する。

【注】１　準決勝まで延長戦２、（２）を１イニング行い、勝敗が決しない場合（３）を適用する。

【注】２　決勝戦は（２）にて勝敗を決する。

② 得点の記録は全軟連特別規則２－延長戦２－（１）－①・②を適用する。

【注】決勝戦は全軟連特別規則２－延長戦２－（１）－②を適用しない。

【４】 試合の有無

（１） 天候等による試合の順延・変更は試合当日に決定する。

【注】第１試合の選手・審判員は天候にかかわらず３０分前に集合の事。

（２） 試合の順延・変更の決定権は試合の当事者４チームと同席している実行委員が有する。

（３） 試合の順延・変更の確認（第２試合以降）は各チームにてホームページ連絡掲示板にて確認の事。

（４） 試合の有無について試合会場への問い合わせは一切厳禁する。

（５） 試合中止の場合、当該試合の開催期日・会場はホームページ連絡掲示板にて確認の事。

（６） 試合日程の賛否は大会事務局に２週間前に連絡の事（厳守）。但し、事務局は試合の組替えは行わない。



【５】 試合球

（１） 全軟連公認ナガセケンコーＡ号ボールとする。

（２） 試合球は各チームよりニューボール２個（雨天時３個）を試合当日提出する。

【６】 用　具

（１） バットは全軟連公認（Ｊ．Ｓ．Ｂ．Ｂ）のマーク入りであること。（ビヨンド等は使用可）

（２） グランド内で素振り用バット（マスコットバットを含む）の使用は許されるがグランド内の地面に置くことは

許されない。

（３） 捕手は危険防止のため必ず全軟連公認マスク・ヘルメット・レガース・ファウルカップ着用の事。

（４） 打者・走者・ベースコーチ等のヘルメット着用が望ましい。

【注】新潟市内選手権は着用が義務となります。

【７】 抗議権・タイムの要求

（１） 抗議できるのは、監督及び主将とプレイヤーのみとする。但し、規則適用上の問題に限る。

（２） タイムはプレイヤーの要求したときではなく審判員の認めたときである。

（３） 守備側からのタイムで試合が停止されたときは、その間投手は捕手を相手に

投球練習することは許されない。

【８】 選手登録

（１） 選手登録されたもの以外は、試合に出場できない。

【特例】球審と対戦チームの同意があれば、当日欠員（選手８名）の場合１名に限り認める。

（２） 選手登録されていてもメンバー表交換の際、記載のない選手は試合に出場できない。

（３） 選手登録の変更時期は以下とする。

春季代表者会議～開会式当日まで

【特例】連盟会長に書面をもっての許諾に限り、６月末日まで認める。

【注】ホームページより書類を送付し大会実行委員長の許諾を受けることが厳守。

（４） ＤＨ制を採用する。採用の通知はオーダー交換時に行い、ＤＨ制を採用した場合は試合終了まで
１０人で攻撃すること。

【９】 審判委員

（１） 審判員・手伝いの役割分担

① 各試合の前後チームより選出（第１試合　←→　第２試合・第３試合　←→　第４試合）とし

各チーム３名選出　計６名にて行う。

② １塁側チームは球審・ボールボーイ兼スコアラー。３塁側チームは塁審を務める。

（２） 審判委員は試合前、両チームよりボールの提出を受ける・先後攻の決定及びメンバー表の



登録名簿確認・必要に応じて水撒きを行うこと。

（３） 最終試合の球審を務めたチームは、実行委員までに試合結果を報告する義務を負います。

【10】 不戦敗規定・罰則

（１） 試合成立人数（９名）未達。

（２） 審判員不在（３名以下）

（３） 試合日２週間前～試合日未連絡不出場。

（４） 試合開始時間遅れ。（５分前集合をかけ、試合開始の宣告）

（５） （２）・（３）・（４）に該当したチームは５，０００円の罰金、次期試合出場停止（１試合）

実行委員指定試合の審判委員（６名）を段階的に科す。

【11】 規定変更

（１） 規定変更は、代表者会議の２／３出席（委任を含む）と１／２以上の同意により決定する。

【注】実行委員改選も含む。



勝点順位制とし（勝ち３点・引分け１点・不戦敗▲１点）Ａ・Ｂ・Ｃブロック上位３チームの計９チーム、

Ｄ・Ｅブロック上位１チームと2位上位1チームの計３チーム 合計１２チームで決勝トーナメントを行う。

試合の順延・変更の確認（第２試合以降）は各チームにてホームページ連絡掲示板にて確認の事。

試合日程の賛否は大会事務局に２週間前に連絡の事（厳守）。但し、事務局は試合の組替えは行わない。



グランド内で素振り用バット（マスコットバットを含む）の使用は許されるがグランド内の地面に置くことは


